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『
ア
ラ
ビ
ア
の
王
　
フ
ァ
イ
サ
ル
』

　
　
　
e

　
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
伝
記
作
家
、
ブ
ノ
ア
メ
シ
ャ
ン
に
よ
つ
て
書

か
れ
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
故
フ
ァ
イ
サ
ル
王
の
伝
記
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
ブ
ノ
ア
メ
シ
ャ
ソ
は
、
す
で
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
と
し
た
中
近
東

現
代
史
に
関
す
る
二
つ
の
著
作
、
即
ち
『
砂
漠
の
豹
　
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
』
（
邦
訳

名
、
一
九
五
五
年
）
及
び
『
オ
リ
エ
ン
ト
の
嵐
』
（
邦
訳
名
、
一
九
六
〇
年
）
を
発
表

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
本
書
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
著
者
の
分
析
視
角
に
は

一
貫
し
て
幾
つ
か
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
現
代

史
の
流
れ
を
追
う
中
で
、
著
者
は
史
実
の
実
証
的
裏
付
け
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
著
者
の
歴
史
を
見
る
眼
は
、
常
に
中
近
東
地
域
内
部

か
ら
生
ず
る
政
治
的
要
求
の
生
成
発
展
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
域
外
の
大
国
の
役
割
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
は

む
し
ろ
域
内
の
問
題
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
第
三
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
　
（
八
七
六
）

二
番
目
に
掲
げ
た
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ク
タ
ー
の
伝
記

を
書
く
著
者
の
手
法
は
、
単
な
る
人
物
論
で
は
な
く
、
ア
ク
タ
ー
が
置
か
れ
た

歴
史
的
背
景
や
ア
ク
タ
ー
の
実
際
の
政
治
行
動
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史

的
・
政
治
的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
従
つ
て
、
本
書
は
、
確
か
に
フ
ァ
イ
サ
ル
の
生
涯
を
伝
記
的
に
扱
つ
て
は
い

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
王
の
歴
史
的
・
政
治
的
役
割
を
、
中
近

東
現
代
史
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
、
実
証
的
に
研
究
し
た
書
で
あ
る
と

い
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
本
書
の
章
立
て
を
示
し
て
お
こ
う
。

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

終
　
章

フ
ァ
イ
サ
ル
誕
生
か
ら
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
の
死
ま
で
（
一
九
〇
六
1

一
九
五
三
）

過
渡
期
の
サ
ウ
ド
王
（
一
九
五
一
二
－
一
九
六
四
）

フ
ァ
イ
サ
ル
の
ア
ラ
ビ
ア
（
一
九
六
四
ー
一
九
七
三
）

ア
ラ
ブ
の
「
新
政
策
」
（
一
九
七
三
ー
一
九
七
四
）

フ
ァ
イ
サ
ル
の
死
（
一
九
七
五
・
三
・
二
五
）

フ
ァ
イ
サ
ル
の
最
後
の
忠
告
（
一
九
七
五
・
三
．
二
九
）

　
本
書
を
通
読
し
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
そ
の
後
半
部
（
四
、
五
、
終
章
）
は
、

一
九
七
〇
年
代
、
特
に
第
四
次
中
東
戦
争
お
い
て
フ
ァ
イ
サ
ル
が
演
じ
た
指
導

的
役
割
を
、
集
中
的
に
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
口
に
お
い
て
フ
ァ
イ
サ
ル
生
誕
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
及

ぶ
前
半
部
（
一
、
二
、
三
章
）
を
扱
い
、
つ
づ
い
て
日
に
お
い
て
は
、
後
半
の
部
分



を
紹
介
し
、
最
後
に
㊨
に
お
い
て
、
本
書
の
意
義
と
問
題
点
を
、
冒
頭
に
掲
げ

た
著
者
の
分
析
視
角
の
特
徴
に
関
連
し
て
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
口

　
二
〇
世
紀
最
初
の
四
半
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の
父
、
イ

ブ
ン
・
サ
ウ
ド
に
よ
る
半
島
統
一
運
動
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
一
九
一
〇
年
代
当
時
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
対
立
す
る
二
大
国
イ
ギ
リ
ス
と
ト

ル
コ
の
渇
望
の
的
に
な
つ
て
い
た
。
一
九
一
四
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
に
、

イ
ギ
リ
ス
と
ト
ル
コ
は
半
島
を
二
つ
に
分
割
す
る
秘
密
協
定
を
結
ん
だ
が
、
大

戦
勃
発
に
よ
つ
て
そ
の
実
施
を
阻
ま
れ
た
。
戦
後
イ
ギ
リ
ス
は
逆
に
サ
ウ
ド
家

を
援
助
す
る
姿
勢
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
訪

英
招
請
を
受
け
た
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
を
派
遣
し
た
。
そ
こ
で

行
な
わ
れ
た
英
・
サ
ウ
ジ
間
の
交
渉
そ
の
も
の
は
失
敗
し
た
が
、
年
少
に
し
て

フ
ァ
イ
サ
ル
が
対
列
強
交
渉
に
当
た
つ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

一
九
一
二
年
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
父
か
ら
部
族
反
乱
を
鎮
圧
す
る
討
伐
軍
の
指
揮

を
任
さ
れ
、
二
四
年
半
島
南
部
に
勢
力
を
有
し
た
ハ
シ
ム
家
を
聖
地
メ
ッ
カ
か

ら
追
放
す
る
作
戦
が
成
功
す
る
と
、
父
に
伴
つ
て
メ
ッ
カ
入
城
を
果
た
し
た
。

翌
年
フ
ァ
イ
サ
ル
は
ヘ
ジ
ャ
ス
地
方
の
副
王
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
ブ

ン
・
サ
ウ
ド
の
半
島
統
一
運
動
は
、
一
応
の
成
功
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
三
十
年
代
に
か
け
て
、
王
国
の
勢
力
拡
張
の
努
力
が
続
行
さ
れ
た
。

一
九
三
四
年
イ
エ
メ
ソ
北
部
の
ア
シ
ー
ル
全
土
を
領
有
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、

そ
れ
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
第
一
イ
フ
ワ
ン
軍

を
指
揮
し
た
。
そ
し
て
新
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
が
成
立
す
る
と
、
彼
は
父
に

　
　
　
紹
介
と
批
評

よ
つ
て
外
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
一
九
二
六
年
か
ら
四
三
年

に
か
け
計
十
三
回
も
の
外
国
訪
問
を
行
な
つ
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
当
時
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
強
い
関
心
を
持
つ
た
列
強
は
、

ア
メ
リ
カ
で
あ
つ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
半
島
に
石
油
を
発
見
し
、
開
発
し
始
め
た

か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
間
の
友
好
関
係
は
、
石
油

の
利
権
を
巡
つ
て
深
ま
り
、
一
九
四
五
年
に
行
な
わ
れ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
”
イ

ブ
ソ
・
サ
ウ
ド
会
談
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
し
か
し
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
で
は
意
見
が
対
立
し
、
四
七
年
国
連
が
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
案
を
討
議
し
た
時

に
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
全
代
表
団
か
ら
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
選
ば

れ
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
賛
成
票
を
投
ず
る
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
三
年
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
が
死
ぬ
と
、
長
男
サ
ウ
ド
が
王
位
を
継
承
す

る
と
共
に
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
皇
太
子
と
し
て
外
務
大
臣
に
留
任
し
た
。
五
〇
年

代
及
び
六
〇
年
代
前
半
当
時
、
域
内
国
際
政
治
の
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
問
の
関
係
が
、
ナ
セ
ル
の
対
ソ
接
近
を
テ
コ
と

し
て
次
第
に
冷
却
し
て
い
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
、
イ
エ
メ
ソ
に
お

い
て
エ
ジ
プ
ト
軍
の
支
援
の
下
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
る
と
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ピ
ア
は
前
政
権
担
当
者
の
一
派
を
積
極
的
に
支
援
し
た
。
翌
年
、
事
態
は
フ

ァ
イ
サ
ル
が
エ
ジ
プ
ト
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
す
る
ま
で
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。
他
方
、
王
国
内
で
は
内
政
が
悪
化
し
、
サ
ウ
ド
王
に
対
す
る
支
配
階
層
の

不
満
が
強
ま
つ
た
。
そ
の
上
サ
ウ
ド
は
外
交
に
お
い
て
も
無
能
ぶ
り
を
示
し
た

た
め
、
六
四
年
支
配
階
層
は
俗
権
・
教
権
双
方
を
フ
ァ
イ
サ
ル
に
移
譲
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
　
（
八
七
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
王
と
な
つ
た
フ
ァ
イ
サ
ル
に
課
せ
ら
れ
た
最
初
の
難
題
は
、
こ
じ
れ
た
対
エ

ジ
プ
ト
関
係
を
処
理
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
彼
は
一
九
六
七
年
、
六
日
戦
争
後

に
開
か
れ
た
ア
ラ
ブ
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
て
運
河
収
入
を

補
填
す
る
た
め
の
援
助
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

イ
エ
メ
ン
か
ら
の
エ
ジ
プ
ト
軍
撤
退
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
間
の
和
解
は
徐
々
に
始
ま
つ
た
。

　
と
同
時
に
フ
ァ
イ
サ
ル
王
は
内
政
面
で
数
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ

れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
国
家
の
近
代
化
を
い
か
に
し
て
始
動
さ
せ
る
か
と
い
ろ

問
題
で
あ
つ
た
。
先
ず
彼
は
赤
字
財
政
を
み
ご
と
回
復
さ
せ
た
。
次
に
行
政
機

構
の
改
革
を
断
行
し
た
。
フ
ァ
イ
サ
ル
は
「
考
慮
す
べ
き
は
た
だ
、
国
民
の
生

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

活
水
準
を
効
果
的
に
引
上
げ
、
彼
ら
に
よ
り
一
層
の
安
寧
と
社
会
正
義
を
授
与

す
べ
き
政
府
の
力
量
な
の
だ
」
と
い
つ
て
い
る
。
更
に
、
彼
は
軍
の
近
代
化
、

農
業
開
発
、
交
通
・
通
信
網
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
等
の
面
で
、
着
々
と

実
績
を
上
げ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
近
代
化
政
策
は
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
社
会
の
中
に
実
業
家
・
技
術
者
集
団
か
ら
な
る
新
し
い
階
層
を
生
み

出
す
一
方
で
、
伝
統
主
義
者
か
ら
の
執
拗
な
反
対
に
直
面
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
ま
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
域
内
国
際
政
治
の
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
、
世
界
最
大
の
産
油
国
と
し
て
、
石
油
輸
出
国
機
構
内
部

に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
石
油
戦
略
」
の
発
動
権
を
掌
握
し
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
に
比
例
し
て
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
世
界
政
治
に
対
す
る
自
国
の
発
言

力
を
も
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
　
（
八
七
八
）

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
つ
て
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
世
界
政
治
の
上
で
は
対
米
友
好

関
係
を
、
域
内
国
際
政
治
の
上
で
は
域
内
指
導
権
の
確
立
を
追
求
し
た
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
そ
の
双
方
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
父
は
ア
ラ
ビ
ア

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
代
弁
者
に
な
ろ
う
と
思
つ
た
。
わ
た
し
は
ア
メ
リ
カ
に

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

対
す
る
ア
ラ
ブ
の
代
弁
人
に
な
ろ
う
と
思
う
」
と
い
つ
て
い
る
。

　
こ
の
試
み
は
、
ナ
セ
ル
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
着
手

さ
れ
た
。
即
ち
、
新
大
統
領
サ
ダ
ト
に
、
ソ
連
離
れ
・
対
米
接
近
を
示
唆
し
た

の
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
七
月
、
こ
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
サ
ダ
ト
は
、
ソ
連

軍
事
顧
問
団
を
追
放
し
た
。
翌
七
三
年
十
月
、
サ
ダ
ト
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の
同
意

の
下
に
事
態
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
ア
メ
リ
カ
の
関
心
を
惹
く
た
め
に
シ
リ
ア

の
応
援
を
得
て
対
イ
ス
ラ
エ
ル
限
定
戦
争
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
サ

ル
は
側
面
か
ら
こ
れ
を
援
助
す
る
た
め
、
石
油
輸
出
国
機
構
を
通
し
て
石
油
価

格
の
吊
上
げ
を
実
施
し
、
西
側
世
界
の
経
済
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
ア
メ
リ

カ
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
両
国
首
脳
が
期
待
し
た
通
り
調
停
に
乗

り
出
し
、
同
月
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
圧
力
を
か
け
、

停
戦
を
受
諾
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
翌
七
四
年
二
月
、

ア
メ
リ
カ
・
エ
ジ
プ
ト
両
国
は
六
七
年
以
来
断
絶
し
て
い
た
国
交
を
正
常
化
す

る
に
至
つ
た
。
つ
ま
り
フ
ァ
イ
サ
ル
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
ア
メ
リ
カ
に
接
近
さ
せ

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
親
米
的
傾
向
が
、
自
ら
の
域
内
指
導
権
の
実
現
に
と

つ
て
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
図
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ァ
イ
サ

ル
が
サ
ダ
ト
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
限
定
戦
争
案
に
賛
成
し
た
の
は
、
そ
れ
が
ア
メ

リ
カ
・
エ
ジ
プ
ト
間
の
関
係
改
善
を
も
た
ら
す
こ
と
を
見
越
し
て
い
た
か
ら
な

の
で
あ
つ
た
。



　
し
か
し
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
・
エ
ジ
プ
ト
間
の
関
係
強
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
九
七
四
年
八
月
フ
ォ
ー
ド
新
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
米
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ピ
ア
関
係
は
一
時
的
に
悪
化
し
て
い
つ
た
。
フ
ァ
イ
サ
ル
が
産
油
量
削
減
を
ち

ら
つ
か
せ
て
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
の
変
更
を
迫
る
と
、
ア
メ
リ
カ

側
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
油
田
地
帯
へ
の
武
力
介
入
の
可
能
性
を
以
て
威
嚇
し
、

こ
れ
に
応
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
フ
ァ
イ
サ
ル
は
、
ア
ラ
ブ
主
義
の
擁
護
を
主
唱
し
て
、
域
内
指
導
権

の
確
立
に
大
い
に
努
力
し
た
。
七
五
年
一
月
彼
は
先
ず
一
九
五
八
年
以
来
関
係

が
悪
か
つ
た
シ
リ
ァ
に
対
し
て
、
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
戦
争
当
事
国
に
対
す
る
救

済
金
の
分
担
額
を
渡
し
た
。
そ
し
て
シ
リ
ア
の
要
求
を
入
れ
て
、
エ
ジ
プ
ト
が

シ
ナ
イ
半
島
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
兵
力
分
離
交
渉
を
進
め
な
い
よ
う
に
、
サ
ダ

ト
に
釘
を
挿
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
に
も
接
近

し
た
。
一
九
七
四
年
十
月
、
第
八
回
ア
ラ
ブ
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
地
区
に
対
す
る
解
放
機
構
の
代
表
権
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
七
四
年
を
通
し
て
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
ア
ラ
ブ
主
義
を
統
合
の
た
め
の
手
段
と

し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
仲
裁
者
と
し
て
の
立
場
を
固
め
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に

彼
は
若
干
悪
化
し
始
め
た
対
米
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
か

つ
た
。
一
九
七
五
年
一
月
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ス
ル
タ
ン
国
防
相
は
米
人
軍

事
顧
問
一
千
人
の
雇
用
契
約
を
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
間
に
締
結
し
た
の
で
あ

る
。

　
し
か
し
第
四
次
中
東
戦
争
の
兵
力
分
離
交
渉
そ
の
も
の
は
難
行
し
た
。
と
い

う
の
は
、
背
後
で
フ
ァ
イ
サ
ル
が
兵
力
引
ぎ
離
し
を
シ
ナ
イ
半
島
だ
け
に
限
定

す
る
こ
と
に
同
意
し
な
か
つ
た
た
め
で
あ
る
。
従
つ
て
、
一
九
七
五
年
三
月
、
『

　
　
　
紹
介
と
批
評

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
国
連
緊
急
軍
の
シ
ナ
イ
半
島
駐
留
期
限
を
翌
月
に
控
え
て

調
停
を
再
開
し
た
時
、
交
渉
妥
結
の
望
み
は
薄
か
つ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
シ
ナ
イ
半
島
、
ゴ
ラ
ン
高
原
及
び
ヨ
ル
ダ

ン
川
西
岸
地
区
か
ら
の
同
時
撤
退
を
要
求
し
た
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
と
し
て

は
、
い
か
な
る
譲
歩
を
も
是
と
し
な
い
国
内
の
強
い
国
民
感
情
を
考
慮
し
な
い

訳
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安

全
保
障
は
ア
メ
リ
カ
の
「
総
括
的
な
利
益
」
に
よ
つ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
ア
メ
リ
カ
の
国
益
は
ア
ラ
ブ
と
の
一
定
の
友
好
関
係
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
し
か
し
結
局
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
シ
ナ
イ
半
島
か

ら
の
撤
退
だ
け
に
し
か
応
じ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
i
調
停
の
失
敗
に
よ
つ
て
サ
ダ
ト
が
受
け
た
打
撃
は
大
き
か
つ
た
。
彼

は
交
渉
妥
結
に
自
ら
の
政
治
的
地
位
と
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
再
建
を
賭
け
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
直
後
サ
ダ
ト
は
フ
ァ
イ
サ
ル
と
連
絡
を
と
り
、
「
平
和
へ
の
は
ず
み
」
を

も
う
一
度
つ
け
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
調
停
工
作
を
続
行
さ
せ
る
こ
と
が
是
非
と

も
必
要
で
あ
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
フ
ァ
イ
サ
ル
は
暗
殺

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
月
、
サ
ダ
ト
は
フ
ァ
イ
サ
ル
と
の
合
意
に
沿
つ

て
、
ω
国
連
軍
駐
留
期
限
の
三
ヶ
月
間
更
新
、
ω
ス
エ
ズ
運
河
再
開
、
⑬
対
ソ

関
係
を
ふ
さ
わ
し
い
規
模
の
中
に
も
ど
す
こ
と
、
＠
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
招
請
の

要
求
を
発
表
し
、
兵
力
分
離
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け
て
ゆ
く
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
平
和
へ
の
は
ず
み
」
は
も
う
一
度
つ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
力
を
得
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
中
東
調
停
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
フ
ァ
イ
サ
ル
な
き
後
も
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の
構
想
に
沿
つ
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紹
介
と
批
評

て
も
た
ら
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・

と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
㊨

エ
ジ
プ
ト
間
の
関
係
改
善
は
、
存
続
し
て
い
る

　
さ
て
、
以
上
に
示
し
た
紹
介
の
部
分
を
踏
ま
え
て
、
本
書
の
意
義
と
問
題
点

を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　
私
は
、
本
書
の
最
大
は
意
義
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の
卓
越
し
た
指
導
力
の
形
成

過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
著
者
は
そ
れ
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
政
治
史
の
展
開
と
結
び
付
け
て
行
な
つ
た
の
で
あ
る
。
前
半
部
に
お
い
て
は
、

父
イ
ブ
ソ
・
サ
ウ
ド
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
半
島
統
一
運
動
の
中
で
、
フ
ァ
イ
サ
ル

の
指
導
力
そ
し
て
又
渉
外
能
力
が
次
第
に
認
め
ら
れ
、
青
年
期
に
は
す
で
に
王

国
の
外
交
を
任
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
父
に
よ
つ
て
採

用
さ
れ
た
親
米
政
策
が
、
死
後
フ
ァ
イ
サ
ル
ヘ
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
が
描
か

れ
、
更
に
フ
ァ
イ
サ
ル
が
王
位
に
就
い
て
か
ら
の
近
代
化
政
策
の
成
功
と
中
近

東
地
域
内
に
お
け
る
指
導
権
掌
握
の
努
力
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
後
半
部
に
お
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
中
近
東
政
治
の
中
で
の
フ
ァ
イ
サ

ル
の
役
割
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
が
親
米
政
策
の
追
求

と
中
近
東
地
域
内
で
の
指
導
権
の
確
立
と
を
巧
み
に
両
立
さ
せ
た
と
結
論
L
て

い
る
。
こ
の
結
論
へ
導
く
た
め
に
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
証
拠
を
提
示
す
る
。

第
一
に
、
一
九
七
三
年
十
月
、
フ
ァ
イ
サ
ル
は
サ
ダ
ト
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
限
定

戦
争
案
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
・
エ
ジ
プ
ト
間
の
関
係
改
善
を
も
た
ら

す
こ
と
を
見
越
し
て
、
賛
成
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
第
二
に
、
第
四
次
中

東
戦
争
勃
発
に
伴
つ
て
フ
ァ
イ
サ
ル
の
主
導
の
下
に
発
動
さ
れ
た
石
油
値
上
げ
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の
措
置
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
開
発
優
先
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
矛
盾
し
な

い
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
一
九
七

五
年
一
月
、
フ
ァ
イ
サ
ル
が
フ
ォ
ー
ド
政
権
成
立
以
降
一
時
的
に
悪
化
し
た
対

米
関
係
を
、
米
人
軍
事
顧
問
の
雇
い
入
れ
に
よ
つ
て
改
善
し
た
事
実
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
本
書
の
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
第
四
次
中
東
戦
争
と
そ
れ
に
と
も
な
う
い
わ

ゆ
る
「
石
油
戦
略
」
の
発
動
の
過
程
の
分
析
に
お
い
て
、
域
内
で
の
ア
ラ
ブ
各

国
間
の
関
係
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
「
リ
ア

ド
・
カ
イ
巨
枢
軸
」
「
リ
ア
ド
・
ダ
マ
ス
カ
ス
枢
軸
」
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

に
対
す
る
接
近
等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
の
経
緯
が
解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
私
が
本
稿
の
冒
頭
で
、
著
者
の
分
析
視
角
の
第
二
の
特
徴
と
し
て

掲
げ
た
、
域
内
問
題
の
重
視
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

中
東
戦
争
の
分
析
の
際
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
時
に
、
或
い

は
そ
れ
以
上
に
、
中
近
東
側
か
ら
の
ア
プ
・
ー
チ
ー
域
内
国
際
政
治
の
実
態

1
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
同
時
に
、
私
は
本
書
に
は
フ
ァ
イ
サ
ル
の
域
内
指
導
力
の
評
価
に
関
し
て

大
き
な
問
題
点
が
あ
る
と
思
う
。
後
半
部
に
お
け
る
分
析
は
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の

強
力
な
指
導
力
を
強
調
す
る
余
り
に
、
時
と
し
て
読
者
に
、
七
〇
年
代
の
中
近

東
政
治
が
あ
た
か
も
フ
ァ
イ
サ
ル
一
人
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
か
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
フ
ァ
イ
サ
ル
の
指
導
権
は
、
本
当
に
著
者
が

い
う
よ
う
に
、
域
内
で
最
高
の
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
著
者
は
、

フ
ァ
イ
サ
ル
や
サ
ダ
ト
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
を
持
つ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ァ
イ
サ
ル
の
指
導
力
が
域
内
随
一
で
あ
つ
た
と
い



う
点
に
関
し
て
は
、
著
者
の
実
証
的
裏
付
け
は
不
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ

セ
ル
死
後
フ
ァ
イ
サ
ル
は
新
し
く
大
統
領
に
就
任
し
た
サ
ダ
ト
に
対
し
て
、
従

来
の
ソ
連
寄
り
路
線
の
修
正
を
「
ご
く
内
々
の
方
法
で
」
呼
び
か
け
た
と
い
う

が
、
具
体
的
に
ど
の
時
点
で
そ
れ
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
フ
ァ
イ
サ

ル
が
サ
ダ
ト
の
対
イ
ス
ラ
ニ
ル
限
定
戦
争
案
に
同
意
を
与
え
た
と
い
う
こ
と

は
後
半
部
の
結
論
ー
フ
ァ
イ
サ
ル
が
親
米
政
策
の
追
求
と
域
内
指
導
権
の
確

立
を
両
立
さ
せ
た
こ
と
ー
を
導
き
出
す
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
結
び
目
と
な

つ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
だ
け
に
、
著
者
は
も
う
少
し
実
証
的
で
あ
つ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
本
書
全
体
を
通
し
て
み
て
、
前
半
部
で
は
フ
ァ
イ
サ
ル
の
域
内
指
導
権
掌
握

の
努
力
の
道
程
が
実
証
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
半
部
で
は
フ
ァ

イ
サ
ル
は
、
終
始
一
貫
し
て
域
内
最
高
の
指
導
権
を
備
え
た
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
な
ぜ
フ
ァ
イ
サ
ル
の
域
内
指
導
権
が
、
七
〇
年
代
に
入
つ
て
急
に

最
高
の
も
の
へ
飛
躍
し
得
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
中

近
東
政
治
に
お
け
る
フ
ァ
イ
サ
ル
の
役
割
の
評
価
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国

力
の
成
長
過
程
に
も
つ
と
関
連
さ
せ
た
形
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
意
味
で
、
七
〇
年
代
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
つ
い
て
も
、
前
半
部
と

同
様
に
、
そ
の
国
力
の
総
合
的
評
価
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

（
筑
摩
書
房
、
一
五
〇
〇
円
、
二
九
六
頁
、
一
九
七
六
年
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
田
　
広
　
士

紹
介
と
批
評

八
一

（
八
八
一
）


